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対称イデアルについて 
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技術相談 

提供可能技術： 
可換環論と組合せ論 

 

研究内容：  

 

研究分野は「組合せ論的可換代数」である. 特に体上の多項式環のイデアルで対称群による作用で閉じたものに

関する研究を行っている. そのようなイデアルは対称イデアルと呼ばれ, 現在活発に研究が行われている. 対称群の

理論において, 標数 0 の体上の既約表現は極めて重要であり, それらは Specht 多項式により生成されることが知ら

れている. Specht ideal とは, その Specht 多項式達により生成される多項式環の対称イデアルのことである. 研究内

容は Specht ideal の環論的性質と, 対称群, 特にその表現論との関係性を調べることである. 例として, いくつかの

Specht ideal の極小自由分解を組合せ論的に構成した. さらに Specht ideal を通し, 対称イデアルの一般論への理

解を深めることを目標としている. 

対称群以外にも, 上三角行列による作用で閉じた多項式環のイデアル(Borel fixed ideal と呼ぶ)の研究を行った. 

特に標数 0 の場合, つまり strongly stable ideal に関して調べており, その Alexander 双対について考えている. 

他にも単純グラフから構成される辺イデアルの構造も研究している。特に辺に重みを加えたグラフに対応する辺イ

デアルの Cohen-Macaulay 性や非混合性を調べている. 
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